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『⽔道未来の選択肢』の提案⽬次 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
https://www.aqua-geox.jp 

 
 
 
 
 
 
 
 

我国で⼀般的に使われている  諸外国で⼀般的に使われている 
「単式逆⽌弁（バネ式）」   『減圧式逆流防⽌装置』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

配⽔管等の破損  我国では給⽔⽴管の頂部に設置の 
「吸排気弁」としてのみの取扱い… 

 
  

第１編 給水装置の逆流とは （計 16:52） 
  1/3（4:25） 

   配水管を負圧にする要因 及び 
未来に向けての「新たな選択肢」 

  2/3（7:03） 

   各種逆流防止用具 及び 
選択肢を提案するに至った背景 

  3/3（5:03） 

   実証実験のシステム環境 及び 
サイフォン環境の下準備作業 

第３編 総まとめ編 （計 15:45）       Ｒ07.05 

⦿ 実証実験を実施した１２種類のパターン 
大小のチャンバー・チャンバー下端とＨＷＬとの高低差・吸排気弁の有無による組合せ 

⦿ 逆流実証実験の結果 

代表として ➊ ➊ ➌ ➌ 即ち 吸排気弁の有無 及び  
チャンバー下端とＨＷＬとの高低差＝「＋１５０」と「－２００」の計４種
類の写真と図形 及び 上述１２種類のパターンにおける実証実験結果一覧表 

⦿ 逆流実証実験の結果に基づく給⽔⽴管における 2 種類の実施図形例 

⦿ １階の給⽔装置系統に設置の逆流防⽌のための⽇本に適した「新たな給⽔システム」の提案 
≪参考資料≫ 

⦿ アメリカ 及び ヨーロッパの逆流防⽌基準（⼀覧表） 
⦿ アメリカにて設置されている減圧逆流防⽌装置（写真） 
⦿ アメリカ／ヨーロッパ／⽇本にて設置されている消⽕栓（写真） 

第２編 逆流の実証実験 （計 15:29） 
  1/3（3:45） 

   パターン ❶➊（吸排気弁 無し／有り） 
水位差：ＨＷＬ ＋ １５０ 

  2/3（3:57） 

   パターン ➋➋（吸排気弁 無し／有り） 
水位差：ＨＷＬ ± ０ 

  3/3（7:11） 

   パターン ➌➌（吸排気弁 無し／有り） 
水位差：ＨＷＬ － １５０ 
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実証実験結果一覧表 

ﾁｬﾝﾊﾞｰ 

チャンバー 
下端と
H.W.L 

との高低差 

実験 

パターン 

吸排気弁 

の有無 

逆流の 

継続時間 

水受器内 
の水位 
高低差 

逆流 

の有無 
備 考 

100φ 

× 

230Ｈ 

(内寸) 

＋１５０Ｈ 

➊－１ 無し ２５sec １０㎝ 有り 
水受器内の水(汚染水)が管内を逆流し、チャンバー内の水(清浄水)

と混合し、ホースを介して逆流した 

➊－２ 有り ０sec １０㎝ 無し 
チャンバー内の水(清浄水)のみがホースを介して逆流するのみで、

水受器内の(汚染水)は静止状態のままで管内へは逆流しなかった 

± ０Ｈ 

➋－１ 無し ３２sec １５㎝ 有り 上記〔➊－１〕と同様 

➋－２ 有り １４sec １２㎝ 若干有り 
上記〔➊－２〕と同様、チャンバー内の水(清浄水)のみがホースを

介して逆流し、後に水受器内の水(汚染水)が若干逆流した(高低差) 

－２００Ｈ 

➌－１ 無し ３５sec １６㎝ 有り 上記〔➊－１〕と同様 

➌－２ 有り ９７sec １７㎝ 有り 
上記〔➊,➋－２〕と同様、先にチャンバー内の水(清浄水)のみがホ

ースを介して逆流し、続いて水受器内の水(汚染水)が逆流した 

100φ 

× 

80Ｈ 

(内寸) 

＋１５０Ｈ 
⓫－１ 無し ２２sec １１㎝ 有り 上記〔➊－１〕と同様 

⓫－２ 有り ０sec １０㎝ 無し 上記〔➊－２〕と同様 

± ０Ｈ 
⓬－１ 無し ３０sec １２㎝ 有り 上記〔➋－１〕と同様 

⓬－２ 有り ２２sec １２㎝ 若干有り 上記〔➋－２〕と同様 

－２００Ｈ 
⓭－１ 無し ３０sec １５㎝ 有り 上記〔➌－１〕と同様 

⓭－２ 有り ７０sec １５㎝ 有り 上記〔➌－２〕と同様 



【給⽔⽴管からの分岐⾼さが最⾼位の溢れ⾯より⾼い場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【給⽔⽴管からの分岐⾼さが最⾼位の溢れ⾯より低い場合】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1) 水受容器内の水は、給水立管内へ逆流 
※2) 給水立管内の水は、配水管側へ逆流 

➌：通常使用時 ➌：負圧発生時 

➌－２ 

GeoX 「給水便覧」より 

▽溢れ面 
PS 

台所流しの給水栓 

給水立管 

 

メーター 

800 

▽FL 

▽SL 

Ⅿ 

(開) 

通常の給水使用時 正圧時 

(開) 

(正常) 

スラブ上転がし配管 

▽溢れ面 
PS 

台所流しの給水栓 

給水立管 

メーター 

800 

▽FL 

▽SL 

Ⅿ 

(開) 

(開) 

(正常) 吸排気弁 

配水管破損による『漏水』や 
火災時の付近消火栓からの『放水』 

負圧発生時 
GeoX 「給水便覧」より 

➌－２ 

スラブ上転がし配管 

➊：通常使用時 ➊：負圧発生時 

▽給水立管よりの分岐位置 

▽溢れ面 
300 PS 

台所流しの給水栓 

給水立管 

 メーター 

800 

▽FL 

▽SL 

Ⅿ 

(開) 

(開) 

(正常) 吸排気弁 

通常の給水使用時 正圧時 

➊－２ 

GeoX 「給水便覧」より 

スラブ上転がし配管 

▽給水立管よりの分岐位置 

▽溢れ面 
300 PS 

台所流しの給水栓 

給水立管 

メーター 

800 

▽FL 

▽SL 

Ⅿ 

(開) 

(開) 

(正常) 吸排気弁 

配水管破損による『漏水』や 
火災時の付近消火栓からの『放水』 

負圧発生時 

➊－２ 

GeoX 「給水便覧」より 

スラブ上転がし配管 

※1）給水立管内の水は、配水管側へ逆流 
※2）水受容器内の水は、給水立管内への逆流無し



 
 

配⽔管の負圧等による⽔槽内の⽔の逆流は、吸排気弁により防⽌可能

配⽔管の負圧等により、⽔槽内の⽔はチャンバー（分岐⾼）⾼さに関係なく吸排気弁が無いため配⽔管等に逆流

❖チャンバー下端(給⽔⽴管の分岐⾼さ)が⽔槽溢れ線(WL)より『150㎜』⾼い場合

WL

水 槽
（300×200×250H）

＋
15
0

WL

水 槽
（300×200×250H）

パターン❶end

＋
15
0

パターン❶start

WL

水 槽
（300×200×250H）

パターン❶start

＋
15
0

WL

水 槽
（300×200×250H）

パターン❶end
＋
15
0
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❖チャンバー下端(給⽔⽴管の分岐⾼さ)が⽔槽溢れ線(WL)と同じ⾼さ『０㎜』の場合

配⽔管の負圧等による⽔槽内の⽔の逆流は、吸排気弁により殆ど（≒）防⽌可能

配⽔管の負圧等により、配⽔管等に⽔槽内の⽔は吸排気弁が無いため逆流

WL

±
0

パターン➋start

WL

±
0

パターン➋end

WL

±
0

パターン➋start

水 槽
（300×200×250H）

パターン➋end

WL

±
0
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❖チャンバー下端(給⽔⽴管の分岐⾼さ)が⽔槽溢れ線(WL)より『200㎜』低い場合

配⽔管の負圧等による⽔槽内の⽔の逆流に関しては、逆サイフォン作⽤により吸排気弁は殆ど（≒）役⽴たず

配⽔管の負圧等により、配⽔管等に⽔槽内の⽔は吸排気弁が無いため逆流

パターン➌start

WL

－
20
0

パターン➌end

WL

－
20
0

パターン➌end

WL

－
20
0

パターン➌start

WL

－
20
0
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